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Interview

　秋雨と台風の狭間、爽やかに晴れた9月28日
午前10時、7月に赴任された蝶名林守新署長の
インタビューを、松下委員長、森田副委員長
及び鵜野委員と共にさせて頂きました。いつ
ものように最初は皆さん緊張気味でしたが、
すぐに和やかなインタビューとなりました。

�ご着任から3か月、本郷地域の印象はいかが
ですか?
署長：新潟県三条から高校卒業と同時に上京
し、独身時代は猿楽町の独身寮に住んでおり
ましたが、本郷方面にはあまり足をむけたこ
とがありませんでした。しかしながら、当地
に赴任してみると、下町の情緒を残しつつも、
さすがにメディカルタウン、企業も人も皆さ
ん品がある。「文教」の街であることを実感
するとともに、この地で勤務できることに大
変感謝しております。

�前任地でのお仕事は?
署長：滋賀県彦根署で1年間署長をしておりま
した。その前は、国税庁長官官房人事課で8年
間勤務しておりました。 
　前任地の彦根市は彦根城が近いこともあり
映画の撮影があちこちでされていました。

�税務の仕事に携われるようになったきっか
けは?
署長：高校のサッカー部の先輩が税務の道に
進んでいたのがきっかけになりました。
　今思えば、大変良かったと思っています。

�ご家族は?
署長：妻と子供3人です。長女は結婚しており
次女は大学4年生、長男は高校3年生です。
　妻は大森出身です。25才で結婚しました。
今は池上本門寺の近くに住んでいて、大森か
ら通勤しています。

�ご趣味は?
署長：スポーツ鑑賞とゴルフをたまに行うこ
とです。

�お好きな食べ物、お酒は?
署長：やはり和食が好きです。
　お酒は、嗜む程度ですが新潟出身のためか
日本酒が好きです。

�本郷法人会に希望される事は?
署長：加藤会長様はじめ会員の皆様方の税務
行政に関して深いご理解と多大なる協力を
賜っており感謝申し上げます。地域密着型の
活動をされ、研修会の開催や社会貢献活動な
ど幅広い事業活動をされていることを大変嬉
しく思っており、今後も継続して頂きたいと
思っています。
　会員増強にも出来る限り協力させて頂きま
すので宜しくお願い致します。

�座右の銘など御座いましたらお聞かせくだ
さい。
署長：継続は力なりです。
　一歩一歩進めば必ずゴールに着けると確信
しております。

（第一印象は体育会系とお見受けしましたが、
お話をしていると温厚で優しい署長でいらっ
しゃいました。今回はインタビューアーの方
が喋り過ぎでした。　　　　　　 五十嵐　記）

蝶名林 守 新署長インタビュー

×「人との出会い、
縁を大切に」 本郷税務署

蝶名林 守　新署長
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Interview

　蝶名林守新署長のインタビューと同時に磯
部修一副署長のインタビューをさせて頂きま
した。

�ご着任から3か月、本郷地域の印象はいかが
ですか?
副署長：歴史ある街で、神社仏閣が大変多く、
是非ゆっくりと見て廻りたいと思います。この
地で勤務できることに大変感謝しております。

�前任地でのお仕事は?
副署長：国税庁で長官官房東京派遣監察官補
をしておりました。具体的には職員の非行未
然防止、及び事件対応が主な仕事です。その
前は浅草署で総務課長をしておりました。

�ご出身地は?
副署長：北海道紋別市の出身です。漁業が盛
んなところで、子供の頃はトラックに積みき
れず落ちた魚を貰ったりしていました。

�税務の仕事に携われるようになったきっか
けは?
副署長：周りに公務員を目指す人が多く、消
防に行きたかったのですが親と相談した結果
税務署を選択しました。

�ご家族は?
副署長：妻と４才の男の子がいます。

�ご趣味は?
副署長：子供がまだ小さいので子供と遊ぶの
が趣味です。

�お好きな食べ物、お酒は?
副署長：オホーツク出身なのでやはり魚系が
好きです。お酒は、嗜む程度ですが、やはり
日本酒が多くなります。

�本郷法人会に
希望される事は?
副署長：会員の
皆様方の税務行政に関して深いご理解と多大
なる協力を賜っており感謝申し上げます。特
に租税教室に力を入れて活動をされているよ
うですが、署としても出来る限りの支援をし
て行きたいと思っております。

�座右の銘など御座いましたらお聞かせくだ
さい。
副署長：「日々努力とメリハリ」です。

（時代劇の俳優さんのような、皆に愛されるお
代官様のような印象の副署長でした。　　

五十嵐　記）　撮影　鵜野

×「日々努力、
メリハリを大切に」

左より五十嵐副会長、磯部副署長、鵜野委員、蝶名林署長、
　　  松下委員長、森田副委員長の各氏　　

本郷税務署
磯部 修一　新副署長

磯部 修一 新副署長インタビュー

蝶名林署長　略歴
平成20年7月　国税庁　課税部　法人課税課　監理第一係長
平成21年7月　国税庁　長官官房人事課　任用係長
平成23年7月　国税庁　長官官房人事課　人事専門官
平成26年7月　国税庁　長官官房人事課　課長補佐
平成29年7月　彦根署　署長

現在に至る
-------------------------------------------------------------
磯部副署長　略歴
平成23年7月　東京国税局　課税第一部　個人課税課　主査
平成26年7月　中野署　個人課税第一部門　統括官
平成27年7月　東京国税局　課税第一部　個人課税課　課長補佐
平成28年7月　浅草署　総務課長
平成29年7月　国税庁　長官官房　東京派遣監察官補

現在に至る
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税 務 署 だ よ り tax offi  ce message
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都 税 事 務 所 だ よ り metropolitan tax offi  ce message
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　女性部会（飯村早苗部会長）が 10月3日（水）、
午後1時30 分より本郷税務署大会議室に於いて、
第 4回女性部会役員会に続き、絵はがきコンクー
ル選考会を実施した。当日は管内の公立小学校
5・6 年生から応募をいただいた 727枚の絵はが
きより税務署長賞、文京区長賞、都税事務所長賞、
法人会会長賞、女性部会長賞などを選考した。

（作品は次号で掲載）

　平成30年度会員増強大会及びチャリティー寄席
が 9月4日（火）、午後5時30分より上野鈴本演芸
場で開催された。第1部会員増強大会では林一好
厚生組織委員長が本年度の推進施策を説明、新規
入会50社達成を目標に各支部・地区ごとの目標件
数を掲げ全力で推進することを決議した。その後、
本郷税務署　蝶名林守署長が日頃の税務行政に対
する御礼を述べた後、大同生命保険（株）玉谷茂樹
営業推進部長並びにＡＩＧ損害保険（株）秋山治彦
法人会推進マネージャーがそれぞれ制度説明をした。
　引き続き、第2部チャリティー寄席では、落語や
漫才・紙切りなどが行われ楽しい一時を過ごした。

▲あいさつをする蝶名林署長

▲チャリティー募金をしてくださる参加者の皆さん▲推進施策を説明する林委員長（左）と加藤会長

▲慎重に審査をする役員さん方

▲727校を1校ずつ丁寧に審査▲税を正しく理解しているかなぁ？

女性部会絵はがきコンクール選考会を実施
－応募数727枚－

法人会の活動

平成30年度会員増強大会及びチャリティー寄席を開催
－上野鈴本演芸場で174名が参加－
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Activities

青年部会が部会員交流会を開催
－部会員同士のネットワークを築く－

平成30年度法人税の基礎講座が開講
－法人税申告書の作成を学ぶ－

第3回源泉基礎講座が開講
－報酬・料金等の源泉徴収事務を学ぶ－

　法人税の基礎講座（研修シリーズ）が 9月6日
（木）、午後1時30 分より本郷税務署大会議室に於
いて開講した。この講座は全 6回シリーズで講師
は松尾調査官が務め、第1回目同族会社の判定や
役員給与から始まり第 6回目法人税・地方法人税
の税額の計算、欠損金の繰越控除などを学ぶ全 6
回シリーズで毎回好評を得ている。

　第3 回源泉基礎講座が 9月12日（水）、午後 2
時より本郷税務署大会議室に於いて開催され、講
師の源泉部門担当の大野上席調査官が資料を基に
源泉徴収の対象となる報酬・料金等とは、また、支
払者が負担する旅費など設問を交えながら分かり
易く解説をした。

　青年部会（塙英幸部会長）が 9月20日（木）、午
後 6 時より「いなか家」に於いて第 6回役員会に続
き、部会員交流会を開催した。部会員交流会は部
会員同士の業種枠を超えたネットワークの構築や
新たな事業展開など今後の企業活動発展に活かし
ていただくことを目的に毎年開催している。毎回、
青年部会員１～３名が参加者に対し自己紹介をお
願いしており、今回はＥＮＶＩＲＯＭＥ（株）の丸山
智久氏が、自社の業務内容などについて話された。
　また、終了後には名刺交換や意見交換会が行な
われた。

▲講師の松尾調査官が分かり易く解説

▲講師を務める大野上席調査官

▲自社の業務内容などを話す
　丸山智久氏

■参加者からのコメント
無料なのに資料が充実していて分かり易いなど
の意見が寄せられました。
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目の前で次々と折りあがる
花や動物たち

　「折り紙はね、紙の端をそろえて折らなくても
大丈夫。紙も正方形じゃなくていいんです。き
ちんとそろえることを求め過ぎると、小さな子ど
もや老人には難しくなっちゃうでしょう。ほら、こ
れで十分きれいな花が出来上がるんですよ」。
見学するお客さんと会話しながら、鮮やかな手
さばきで次々と作品を折りあげていく小林一夫
さん。手染め和紙と江戸千代紙を製造販売する
「ゆしまの小林」の四代目主人というよりも、同
社が運営する「おりがみ会館」の名物館長とし
て有名だ。「紙の原料は木だから、折り紙はい
わば指の森林浴。指先を使うのはボケ防止にな
るし、高齢者のリハビリにもいいんです」と話を
続けながら、一時も休まず手を動かして花や鳥、
動物などのさまざまな作品を生み出していくさ
まは、思わず見とれてしまうほどである。
　「ゆしまの小林」は、江戸末期の安政５
（１８５８）年、初代小林幸助によって現在地
（湯島一丁目）で創業された。幸助は上野寛
永寺の仕事などを手掛ける腕の立つ襖師、表
具師だった。新たに和紙の加工技術を修得し

た幸助は、小林染紙店を設立し、当時の湯島
新花町に３階建ての工場を建設して染め紙業
を開始した。ちなみに落語家の八代目桂文楽
が17歳のころ、染め紙職人として工房で働
いていたことがあると、自叙伝『芸談あべらか
べっそん』に記されている。
　折り紙を扱うようになったのは、明治18
（１８８５）年ごろのこと。きっかけは文部省学
用品課からの依頼だった。初代文部大臣・森有
礼が、幼稚園の創始者であるドイツの教育学
者フレーベルの教育要領を参考に、折り紙を
教育に採用。製造を依頼された小林染紙店は、
輸入した化学染料を使って和紙の折り紙を大
量に生産した。その後昭和に入ると、玩具業界
が折り紙をおもちゃとして販売するようになる。
３～５寸角サイズの４～10枚セットを当時１銭
ほどの低価格で売り出して人気となり、日本の
みならず世界中に普及していった。
　戦後まもなく、文部省選定・標準色準拠の
24色入り折り紙が発売された。「ゆしまの小
林」でも引き続き手染め和紙や千代紙などと
ともに折り紙を製造販売していたが、昭和47
（１９７２）年、折り紙のさらなる普及と伝承を
目的に「おりがみ会館」を建設。今では雑誌や
テレビ等はもとより、海外の旅行ガイドブックな
どでも紹介され、国内外のお客でにぎわう人
気観光スポットとなっている。

小林一夫 さん
（お茶の水　おりがみ会館）
ゆしまの小林

３階の売り場

小林一夫さん　売り場にて
小林さんの話と折り紙を目当てに次々と観光客や
生徒らが訪れる。

老 舗 探 訪（Ⅱ）
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いつでも手軽に楽しめる折り紙は
創造力と情操を育む大切な文化

　６階建ての「おりがみ会館」には、色とりどり
の折り紙や和紙が並ぶ売り場や、とても紙でで
きているとは思えないきれいで楽しい作品が
並ぶ展示室、教室などがある。また、４階の和
紙の工房では、染めの作業工程を見学するこ
ともできる。なお、この「和紙染め」は、日本古
来の伝承技術として、文京区の文化遺産とさ
れている。
　小林さんは、時間があるときには３階の売り
場で、お客さんを相手に「名人芸」を披露して
くれる。そんな小林さんだが、折り紙を始めた
のは意外にも30代になってからだという。「も
ともとアウトドア派で勉強嫌いだったから、若
い時は折り紙も好きじゃなかったんです。でも
店を継いで折り紙を始めたら、朝から晩までい
ろいろな人に会えて話ができるし、外国人のお
客さんには喜んでもらえるし、楽しくなってね」
と冗談まじりに笑う。以来、すっかり折り紙に魅

了された小林さんは、その普及活動のため、日
本はもとより世界各国を飛び回り、教室や講演
を行うようになった。また、平成17（２００５）年
には内閣府承認ＮＰＯ法人「国際おりがみ協
会」を立ち上げ、理事長としても活動している。
　小林さんには、長年抱いてきた折り紙に対
する持論がある。
　「折り紙は、日本人が昔から創造の精神と情
操を育んできた大切な文化です。昔から伝わ
る『伝承作品』を自分が創作したように主張す
る人もいますが、折り紙は誰のものでもないし、
教えるのにも資格などは要りません。いつでも
どこでも、誰にでも手軽に楽しめるのが折り紙
の魅力。私たちには次代を担う子どもたちに、
この伝統文化を伝えていく責任があるんです」。

文京区史写真集
「写真で綴る（文の京）歴史と文化のまち」

（平成29年文京区発行）
より転載

お茶の水 おりがみ会館 ［文京区湯島1-7-14　TEL ： 03-3811-4025（代）］
６階建てのビルには、展示室、売り場、工房、教室がある。

工房　和紙を染める作業を見学できる。
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HOJIN HONGO vol.483

事務局だより

11 月号 編集後記

　先日、小学生対象の税の絵はがきコンクールの選考会がありました。昨年の倍近い727枚の応募数と素敵な作品に喜びのビック
リでした！税を自分事として捉える取組は、私の時代には無かったものです。青年部の基幹事業であります租税教室を通して、国の
一員としての意識をより深めてほしいと願います。　（山中　記）

我社の一言 PR

☞ 会社名：CattleyArt 株式会社
☞ 代表者：長井 輝雄
☞ 所在地：東京都文京区西片 1-14-7
☞  ＴＥＬ：070-4539-2018
☞ U R L ：http://catteyart.com/welcome/

誰も見たことの無い花を咲かせてみませんか。種から育

てたカトリアは、同じ交配でも個性があり、同じ花は咲

きません。様々な色と形の花が咲くカトレアの鑑賞会を

開催しますので、是非ともお問い合せください。
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